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妊娠末期のアカゲザル3頭を用いて.ケタラー
ル.Halothane麻酔下に子宮壁に小切閲を加え.
胎盤間静脈にカニュレーションを行い.羊水中に
コンゴーレッド.BSA.重水.プロラクチンを
注入し.経時的に.羊水.胎仔血.母体血を採取
し.胎仔.羊水申プロラクチン濃度.羊水正測定,
胎仔一羊水間の水移行などについて検討した｡
1)妊娠損においても羊水申プロラクチンn皮は
妊娠中期で高値を示すが,胎仔血プロラクチン氾
皮は比較的末期になってはじめて増孟する｡2)
泣胎盤の各種組枝のinvitroincubation突放で
は羊水中の多鼠のプロラクチンは主として脱落
膜から分泌され移行したものであることが示唆さ
れた｡3)羊水申プロラクチン,胎仔プロラクチ
ン.母体プロラクチンはBromocriptinを投与す
ることにより,3つのComponentが別個に生成
することがヒトと同様証明された｡4)羊水中に10JI
Ciのトリチウムを注入し,経時的に30分転4時ILu
羊水を採取しcount数の変化をみると.羊水中の
count数は減少傾向を示し母体血は漸増した｡
5)コンゴーレッド羊水内注入法による羊水虫測
定を行い.羊水虫と羊水申プロラbチン澱皮の朗
係をみると.羊水塁が少ないほどプロラクチン氾
皮は高く.羊水星が多いほどプロラクチン没皮が
低い傾向がみられた｡6)更に羊水巾にプロラク
チンを注入すると羊水量は経時的に減少し.プロ
ラクチンが羊水中の水の移行に関与していること
が示唆された｡以上の成続を昭和58年4月の節
35回日本産婦人科学会絵会にて大島教授連名の
もとに発表した｡
昭和57年度の実験において,サルにおける短
期ストレス負荷での胎仔心拍の変動と羊水.血中
ホルモンとの関係をみるペく研究を行なったが.
実験技術の未熟性などにより長期カニュレーショ
ンができなかった｡
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